
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンニャン通信 
Ｈ３０ 

 ９月 

まだまだ暑いですが、 

暦上食べ物が美味しい季節になりました♪ 

食欲が増していくこの季節・・・。 

いかに、食欲をごまかして日々過ごしていくか・・・

ただそれだけです|д ﾟ) 

７月に発生した、西日本豪雨。 

唐津に生まれて、こんなにも豪雨で被害がでたのは初めてでしたし、 

たくさんの場所で避難指示が出るのも初めてでした。 

起きないことにこしたことはありませんが、もしまた災害で避難を余儀なくさ

れることがあるかもしれません。 

人間用と一緒にペット用の防災セットを準備しておきましょう。 

 
動物の大きさに合ったケージ・キャリーバック、リード・胴輪 
  

 

目隠し用にケージやキャリー

バックを覆える位の布も一緒

に準備しておきましょう。 

猫は逃げ出してしまうと二度

と会えない可能性が高いの

で、囲まれた空間から出さな

いで！！ 

いつものおもちゃや 

飼い主さんの匂いが

ついたものもあると 

安心するな♪ 

一週間分位の水とフード 

 

どうしてもペットの救援物資は人間

用の次になります。長期保存可能なド

ライフードを少し多めに準備してお

きましょう。ウェットフードはゴミが

かさばらないレトルトパウチがいい

かもしれません 

 

予備の食器もお願いし

ます！割れにくい素材

で、フードと水用で２

つ欲しいです！ 

吉村です 

 

 



 

 

 

 

 

ペットシーツ・ゴミ処理袋・介護用品（使っているなら） 

排泄物の処理をするのは飼い主のマナーです。 

ペットシーツやおむつは使い方が多々あるの

で、一緒に準備しておくといいかもしれませ

ん。 

常備薬 

 

 

災害時は人用でさえ不足します。

持病がある場合は必要な薬を。 

処方状況にもよると思います。 

すぐに取り出せる所に保管を！ 

ペットの写真や証明書 

 

はぐれた時に探しやすいように、 

人間も写ってると、人用としても使

えると思います。 

証明書は、避難している方達に余計

な心配をかけないでいられるように

するためにもあったらいいかなと思

います。 

 

写真は可愛いのだけじゃな

くて、特徴が分かりやすいの

を何枚か準備してて！ 

可愛いのは知ってるよ♪ 

ペットと一緒に避難する場合、たとえケージや

キャリーバックに入れていても、避難所の中に

一緒に入れるとは限りません。 

必ず、自治体の窓口に確認をしましょう。 

避難所では、誰もが神経質になりがちです。 

避難者やペットがストレスにならないよう、 

そして避難先でも可愛がられるよう、礼儀と清

潔さを保ちましょう。 

 

←※NG！！ 

暗くてよく 

分からないし 

特徴が分かり

にくい・・・ 


